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い浸潤性増殖および、高頻度の転移巣形成を示すVXz腫蕩細胞 (VXz) の運動性を in vitroにおいて細胞
生物学的に解析し，さらにその運動性の調節機構を生化学的に検索する乙とにより，悪性腫場の浸潤性
増殖および転移巣形成機序解明のための手がかりを得る乙とを目的として，実験を行なった。 VXzは 5
第仔牛血清添加のダノレベッコ MEM (DMEM) 培地中で培養した。 in vitroにおいてVXzの運動性の変
化を測定するためにはModified Boyden Chamber、法を用いた。最初に飽和状態のVXzの培養上清(Con­
ditioned Medium , CM) (血清無添加〕にVX2 '乙対する運動促進効果があるか否かを検討したと乙ろ，
著明な運動促進効果が認められたため，その因子を腫蕩細胞遊走促進因子 (Tumor Migration Stimuｭ
lation Factor, TMSF) と名づけ，その機能および構造の解析を行なった。その結果CM中のTMSF は
VX2の運動』性をTMSFの濃度および接触時聞に依存して促進する乙とが明らかとなった。またVX2 'とよ
るTMSF産生は培養時間および細胞数に比例して上昇する乙とが示された。 ZigmondのChecker Board 











そ乙で糖蛋白の一種で，種々の細胞に対して遊走促進効果を示すファイブロネクチン (F N) とTMSF
との関連を調べた。その結果VX2の運動性は FN により濃度依存性に促進された。また CM中の FN と
TMSF活性の出現とは平行していた。さらにTMSFの活性は抗FN抗体で前処理することにより中和され
た。したがってTMSFの活性発現には FNの存在が必要であると考えられた。 Sephadex G-200 ゲルク

















その結果， VX2癌細胞がVX2 自身の運動性を促進する物質(腫虜細胞遊走促進因子 : TMSF) を旺盛に
産生していることを証明した。また，乙のTMSFlrよって促進されるVX2の運動'性はChemotaxis であ
り， DNA合成の促進，免疫抑制作用をも有していることを明らかにした。さらに， TMSF は44万附近
の分子量をもち， TMSF中のChemotactic factor はファイブロネクチンであることを示唆した口
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乙れらの所見は癌細胞に特徴的な浸潤増殖，転移形成の機序解明に有益な知見を与えるものであり，
価値ある業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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